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座面の横 R のみが異なる椅子に，被験者が 30

分間着座したときの「座り心地」官能評価量及び

体圧分布量を測定し，座面の横 R及び着座時間が

「座り心地」に及ぼす影響を検討した．その結果，

着座直後の「座り心地」は「座面のフィット感」

と「ゆったり感」で，着座 30 分後は「快適感」

と「臀部と腰部の圧迫感」でそれぞれ表されるこ

とがわかった．体圧分布量と官能評価の相関関係

から，着座 30 分後では腰椎部の接触面積が大き

く，座面各部の接触圧力が小さくなると作業性，

フィット性，安定感などが増すことがわかった．
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